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主観年齢と幸福感 

「『いのち輝く未来社会』をめざすビジョン」推進のための 
「10歳若返り」ワークショップ（第4回） 
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大阪大学SSIプロジェクト 



Strength-Vulnerability 
Integration Model 

（強靱性ー脆弱性統合モデル） 

加齢 

心理的強靱性 
（感情調整戦略） 

生理的脆弱性 
（生理的柔軟性の低下） 

幸福感 

－ 

＋ 

（Charles, 2010)  



年齢による健康度の主観的評価の違い 

 

主観的状態 

客観的状態 

(SONICデータより) 



年齢について 

• 暦年齢 (chronological age) 
• 機能年齢 (functional age) 
• 生物年齢 (biological age) 

–テロメア長、DNAのメチル化 
• 主観年齢 (subjective age) 

–同一化年齢；identity age 
–比較年齢；comparative age 
–暦年齢と比較して自分が「若い」、 
 「同じ」、「老いている」 





主観年齢の年齢差 

Rubin & Berntsen(2006)Psychon Bull Rev. 13(5): 776–780.  



主観年齢と実年齢の年齢差 



主観年齢の生涯変化 





Strength-Vulnerability 
Integration Model 

（強靱性ー脆弱性統合モデル） 

加齢 

心理的強靱性 
（感情調整戦略） 
例：主観年齢 

生理的脆弱性 
（生理的柔軟性の低下） 

幸福感 

－ 

＋ 

（Charles, 2010)  



主観年齢とネガティブ感情 

Westerhof et al. (2005)  



ある90歳代の男性の言葉 

私は毎日闘っている 

社会と闘うだけではなく 

プライドを保つために 

自分と闘っている 



ご静聴 
ありがとうございました 
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